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車　 物質文化としての食卓

3　 チ ャ ブ 台 の 生 産 と 流 通

車 政 弘*

　チャブ台がいつごろからいつごろまで,ど のように作られてきたのであろうか。

　生活用具の一般的な傾向としていえることだが,そ の作 り方や材料の細かなところ

の問題は見落とされがちなものである。ひと昔前の生活用具の作 り方や,そ の技術の

内容の問題は,そ れを乗 り越えた技術にとって,あ るいは生活にとって,あ まり重要

なことだと考えないのがごく普通の考え方,感 じ方であろ う。特に,チ ャブ台のよう

な,現 在でもそのことぽの響きの裏に,誰 でもが共通するイメージを持つことができ

るようなものには,よ けいに注意が払われない。それぞれの生活史の中で,余 りにも

身近な存在であったか らだろう。

　 しか し,家 具の形式の成立 と,そ の消滅の裏には,大 きな社会的変化が常に存在す

るものであ り,そ うした動 きを家具は表現するものではないだろうか1も とすれぽ,

その生産に関わることを記述することは,あ る時期の社会に出現したものの形の記録

のみに とどまらず,家 庭生活の変化の表現 とみたとき,よ り重要な意味を持つものと

なる。

　 ここでは,現 在まで調査 してきた資料をもとに,チ ャプ台そのものと,チ ャブ台を

供給する側の実態を明らかにしたい。そして,チ ャブ台が果 して家具であるのか,そ

して,家 具 とすれぽ,チ ャブ台はどのような家具であるのかどうかという点について

も少 し検討 したい。

3・1　 チ ャブ台生産 の証 言

　 まず,チ ャブ台 が どの よ うに作 られ,売 られ て きた の か,そ の 実態 を何 人 か の 人 の

*九 州産業大学芸術学部

1)も っとも日本の家飾具の場合,社 会 的変 化に直ちに連動 して様式 の変化が ある ものではな

　い とい う指摘 も考慮 しなければな らないであろ う。 「わが国の家飾具 の文化は,王 朝の交代 な

　 ど社 会 ・政 治体制に よっては っき りとその特質 が区分 され る欧米の様式 の変遷史 とは異質 で

　あ り,中 国の明式や清式 と呼ばれ る家飾 具,朝 鮮 半島の李朝家具な ど と比較 して,輪 郭 がお

　ぼろげな ような気がする。」1宮 内　 1989:80-90・136】
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話にしたがってみてみたい。 ここに掲げる例は,必 ず しもいわゆるチャプ台に該当す

るのか判断し難い例も含まれ るかも知れないが,銘 々膳,個 卓に対 し共卓を作ったこ

とのある人達の例であ り,生 産は単一商品である場合は少ない。 したがって,チ ャブ

台と共に作っていた品物の話 もここでは少し触れることになる。話の中に出て くる寸

法の単位は尺,寸 が多いのでそれに従った。原則として,初 出の個所で()内 にメー

トル法で記入する。また木工用語は初出の個所で,脚 注に簡単な説明をすることとし

た。

3・1・1伊 東清重氏談 大分県 日田市(株)イ トウ代表取締役社長　聞 き取 り:

　　　　 1988

　第二次大戦後昭和21年,マ ツ材の洗濯板 ともち箱,米 を入れた り食べ物を入れる「モ

ロブタ」(室蓋)を 作 り,販 売を始めた。洗濯板はこの後3年 ぐらい作っていた。「モ

ロブタ」は八幡製鉄購買部に納入していたので,洗 濯板より長 くやっていた。これは

季節商品で,ひ と冬に5000本 くらい作っていた。

　洗濯板の作 り方は,乾 燥 していないマツ材の1間 ものを3つ ぎりに して,特 殊な工

作台の上で溝を切 るというや り方だった。

　豆田町にいた人が,私 の叔父に炭鉱住宅用の飯台を作らないか とい ってきて,品 物

を見せてもらったことがある。やらないか といった人からは,そ の後音沙汰はなかっ

たが,分 からないまま飯台を作 り始めた(図1,図2)。

　その飯台は,秋 口から正月までの季節商品で,当 時,筑 豊炭田の炭鉱住宅には,「カ

ソテキ」という暖房用具があって,こ れを 「チャブ台」の中心に据えて,煮 炊きにも

使えるようにした ものであった(図3)。

　炭鉱住宅用の飯台を 「丸炭飯台」 といったが,「丸炭飯台」の名称は,飯 台を荷造

りして鉄道で発送するとき,そ の荷札をか くのが面倒で,丸 の中に炭の字を書いて送

っていたので,小 売店ではこれを 「丸炭飯台」と呼ぶようになった。

　丸炭飯台の出荷は2枚 の甲板の間に新聞紙をはさみ,縁 の部分には藁をおいて,6

角形の中抜 きを利用 して,3ヵ 所,縄 で くくって出荷 した ものだった。

　丸炭飯台は鉄製の 「カンテキ」が危険であ り,こ れに触れるのを防 ぐことができ,

煮炊きができるとい う利便性があるものだった。

　これを昭和21年 の秋か ら正月までに3000脚 作ったが,そ の価格は50円 で,原 価に1

割かけただけで,実 質的には利益はでなかった。そ こで翌年には価格を上げ,ど うに

か利益がでるようになった。丸炭飯台は昭和21年 から6,7年 作ってお り,遠 賀川一
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図1　 炭住 用飯 台　 田川市石炭資料館蔵

　　　単位:mm　 記録:1987.5.29

図2　 七輪 台　飯塚 市立歴史 資料 館蔵　昭和

　 　 47.3.21寄 贈 単位:mm記 録:1987

　 　　使用地:飯 塚市 　甲板 と脚 は甲板側か

　 　　ら木釘 どめ　脚部:針 葉樹 材　甲板:

　 　 広葉樹散孔材 ク リヤー塗装

図3　 丸炭 飯台　伊東 清重 氏が 昭和20年 代に

　 　　生産 して いた もの。仕上 げ:と の こ,

　 　　すす,紅 柄塗 りカキ渋塗 り仕上 げ。 後

　 　　には フタル酸樹 脂塗 装。
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帯,山 口県 朝,宇 部,佐 賀 県 杵 島,北 松浦 郡,長 崎 県 佐世 保,そ れ に福 岡 県篠 栗 を対

象 と して売 って い た。

　 日田 ス ギ,イ モ 矧 ぎ2),波 釘 どめ の飯 台 は実 際 は4,5年 く らい しか もた ず,耐 久

性 の乏 しい もの だ った 。

　 仕 上 げ は 昭和21,22年 頃 まで は 日田 の奥 の方 か ら,カ キ渋 を 樽 で買 って きて,と の

こ,す す,紅 柄 を塗 り,2～3回 カ キ渋 を 塗 った もの だ った 。 そ の後 の 塗料 と しては

フタ ル酸 樹 脂 を使 った 。

　 昭 和23年,飯 台 も 「モ ロブ タ」 も冬 に しか売 れ な い商 品 であ り,従 業 員 は5～6名

い る し,一 般 の飯 台 を 作 ろ うか と考 え,久 留 米 で商 品 をみ て,猫 脚 の飯 台 を作 り始 め

た 。 これ が いわ ゆ る折 り畳 み で きる脚 のチ ャ ブ台 で あ る。 そ の春 か ら 「大 黒 印飯 台 」

と い うもの をつ く り始 め た 。 米俵 の上 に 打 出 の 小槌 を もった 大 黒様 が乗 った レ ヅテル

を 張 った ものだ った 。

　 規 格 は2尺(60.6cm)丸,2.2尺 く67.2　cm)丸,2.5尺(75.8cm)丸,3尺(90.9

cm)丸,3.5尺(106　 cm)丸 で,こ の他,中 央 に 取 り外 し可 能 の 「胴 板 」 を 張 った す

きや き用 飯 台 や,三 味胴 の飯 台 も作 った。 天板 が 朱 色 の時 は木 端 は黒 で,天 板 が 黒 の

もの は木 端 を 朱 と した。 折 り畳 み の 脚 の 「押 え板 」 の わ ず か な傾 きを取 る部 分 が 苦 心

した と ころ で,2種 類 の折 り畳 み の 方 法 を取 った 。 この チ ャ ブ台は 昭 和27,28年 頃 ま

で 作 った 。 「大 黒 印飯 台」 の荷 造 りは,小 さい もの で6枚,大 きい もの で4枚 を1つ

の単 位 と し,重 ね て,あ ら ぐ く りを して,用 済 み の む しろや 俵 を縁 に 当 て て く く って

い た。 日田に は下 駄 梱 包 用 の 「荷 む しろ」 とい う6尺 ×3尺 の薄 いむ しろが 作 られ て

い た が,空 き俵 の方 が 値 段 も安 く,し っか り して い た の で こ ち らの 方 を よ く使 っ

た。

　昭 和23,24年 頃 の チ ャ ブ台 は ス ギ を使 って い た が,昭 和27年 頃 に は 宮 崎 の タ ブ ノ キ

を使 い 始 め た。 宮 崎 県 油 津 の 人 は シイ で飯 台 を作 って い た。

　そ の 頃,和 歌 山 の 「キ ノ ジ ュ ウ」 とい う問屋 の 目は じき3)の チ ャ ブ台が 九 州 には よ

く入 って い た。

　 こ の ほ か 昭 和24,25年,材 質 の よい マ ツの 乾 燥 材,折 り畳 み 式 の4本 脚 の4尺

(121.2cm)か ら4尺5寸(136.4　 cm),5尺(151.5　 cm)ぐ らい の チ ャ ブ台 も作 った

こ とが あ る。

2)イ モ矧 ぎ:板 の幅方 向のつ ぎ手 の1つ 。矧 ぎ合わ せる両面 を互いに平 らに した最 も単純 な

もの。「摺 り合わせ矧 ぎ」 「平矧 ぎ」な どともいわれ る。 【成 田　 1976a:14】

3)目 は じき塗の こと。open　pore-coatingナ ラや ケヤキの ような道管 の大 きい材で道管 を埋 め

ないで道管以外の部分だけに塗膜を形成す る塗装法。[成 田　 1976a:207】

202



車　 物質文化としての食卓

　昭和27,28年 頃,チ ャブ台にデコラ(メラミン 樹脂板)4)が でてきた。厚 さ1.6mm

のものでバッカーを張らないと反 ってしまう。デコラが出始めた頃は価格が高 く,ホ

モゲソホルッ(パ ーティクル ・ボー ド)に,緑 や茶の紙にデコラ風の文様を印刷し張

っていた。他に縄の文様の紙印刷のものもあった。 これにポリエステル樹脂をかけて

いたのもある。

　昭和30年 にエンゼル 印のテーブルを作 り出 したが,こ れは昭和33年 に第5回 全九州

家具コソクールで金賞を受賞 した。形は2尺5寸 ～2尺8寸 の円形の甲板をアル ミの

鋳物の型に取 り付けて,ロ クロの加工を し,縁 の部分を少 し立ち上げた形のものだっ

た。材料は宮崎のタブノキで脚部 も木材だった。これを発展させ,昭 和35,36年 頃,

エソジ色,呂色仕上げのチャブ台を作 り始めた。だいたい生産量は月500～600本 のペー

スだった。

　昭和34,35年,実 用新案の金属脚を福岡 ・大川の家具金物メーカーに依頼 して作っ

た。金属の脚は大阪あた りの金物屋がつくり始めたものではないかと思 う。大川の家

具金物メーカーは,大 手家電メーカーから実用新案権の侵害だと訴えられたが,特 に

その後問題とはならなかったようだ。

　 これがあまり売れなくな り,昭 和38,39年 に食堂用椅子を作 り始めた。 この食堂用

椅子は うどん屋などから普及 し始めたのではないか。その頃で家庭用の食堂用椅子の

普及率は30数%だ ったと思う。

　私は組立本棚や折 りたたみのデッキチェアのように,空 気に運賃をかけないことを

モットーに してきた。デ ッキチェアは材料は当初タブノキだったが,市 場性のよいブ

ナが使われるようになった。

　伊東氏 自身は終戦後,箱 膳から大黒印飯台と称 して売っていたチャブ台に食卓を替

えた。 日田周辺の場合,客 のための応接台としては高松の泥塗,あ るいは大川の榎津

物が多く,旧 家は堅地の輪島塗の応接台を使っていた。

3・1・2　 山川清次氏談　埼玉県飯能市建具家具協会組合理事長　聞き取 り:1988

4)住 友ベー クライ トのメラ ミン樹脂板 の商品名 「デ コラ」は一般名称の ように使われ る。

　 メラ ミン樹脂板 はフ ェノール基板 の上に,メ ラ ミンを コーテ ィング して,加 熱 プ レス して

作 る。耐水,耐 熱,耐 摩耗,耐 酸,耐 アルカ リ性 に優れ る。住友 ベークライ トが1951(昭 和26)

年に発売 した のが 国内では最初 の ことで,す でに アメ リカの フ ォーマイカの商品 は1945年 ぐ

らいか らあ った。

　 その後,ア イカ工業,揖 斐川電工が同様 のメラミン 樹脂板 を発売 し始める。

　 当初は,占 領 されていた沖縄 の米軍宿舎に壁装材 として売 られたが,メラミン 樹脂板 よ り

廉価な ポ リエステルなどが使用 され るに及 び,壁 装材 としての需要は少な くなって きた。

　 その後,食 卓 や暖卓(電 気炬燵)の 甲板 などに使われる ようになる。
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　採取図:(図4,図5,図6,図7,図8)

　現在は飯能高等技術専門校の常任講師を勤め,週 に2回 指導に出かける。技能検定

委員でもある。また,埼 玉優良建具展で衝立などの建具やケヤキの仏壇で,県 知事賞

13回,商 工部長賞7回 などを受賞 している。

　大正時代,職 人は何でも薄いものを作 っていた。手箱類も5mmは 厚い方だった。

チャブ台は依頼があれぽ作 ってきたし,今 でも作ることができる。3,4年 前にも注

文があった。5年 前には直径90cmの クリ材のチャブ台をある漫画家の娘婿の依頼で

3個 ほど作った。

　建具屋ではチャブ台を量産することはなかったが,そ もそも建具家具を兼業 し,建

具屋の主人であれぽ,誰 でもチャブ台の製作はできるものだ。

　建具の仕事が暇なにっばち(2月,8月)に は家具を作っていた。

　 チャブ台の高さは8寸5分(25.8cm)く らいだったが,次 第に高 くなってきたよ

うに思 う。10年 で1cmず つ高 くなっているように思う。身長の関係だろ うか。

　大勢で食べるときのチャブ台は6尺 ×1尺2寸(182cm×36　 cm)の 張 り板のよう

なものを使っていた。板 の長さに対 して,脚 の位置は端部から,1/7の ところにあ

るのが最 もプロポーシ ョソが よい。ちなみに和裁 の台の高さは,5～6寸(15

cm～18cm)だ った。

　作ったチャブ台は長方形のものが多かった。天板(甲 板)は8分 の板を削るので仕

上が りは20～21mm厚 だった。天板と幕板は昔は,さ か目釘5)を 使って接合したが,

後にはクリコ6)で穴を開け木ネジを使って接合し,埋 木をした。天板 と幕板をとめる

接着剤は板の動きを止めてしまうので使わなかった。当時の道材(北 海道材)の セ

ン7)は狂いがなかった。

　脚は反 りがんなで反 りをつけていた。脚部を立てるための固定用の板は 「あお り」

とも「羽子板」とも言った。羽子板 とはその板の形状が羽子板に似ているためである。

　仕上げはラッカーかワニス塗 りが多かったが,木 目に白ペンキで目どめして,拭 き

取るや り方(時 代仕上げ)も あった。

5)さ か 目釘は通 常の金釘 の先端部に釣針 の先端部 と同様な突起 を もつ釘。

6)ク リコ:繰 子錐 の こと。 曲が り柄 の一端 に胸 当てを,他 端 にチ ャ ックを取 りつけ,回 転 さ

せて穿孔す る。1成田　 1976a:57】

7)セン(栓)castor　 aralia　うこぎ科 の樹木。広葉樹環孔材。心材 は淡緑 白色,辺 材 は淡灰 白色。

比重約0.53。 ケヤキに似 た木理 を有 し,そ の代用品 ともなる。柾 目の年輪幅 の狭い ものをぬ

かせん(糠 栓)と 称 し,軟 質で強度が弱 く,反 対 に板 目で年 輪の広い ものをおにせ ん(鬼 栓)

またはぼ うせん(棒 栓)と い って,こ れは硬 い。本州全域及 び北海道に産 し,「は りぎ り」「や

まぎ り」「ぽ うだ ら」な どとも呼ぼれ る。 【成田　 1976a:105】
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図4　 チ ャブ台　埼玉県飯能市　 山川清 次氏蔵 　単位:mm　 記録:1988.3.23脚 部 の枠 組み

　 　　は,甲 板 の縁か ら1寸 ぐらい入 った位置 に角 を持 って くるよ うにす る と構造 的に も使い

　 　　勝手か らも具合 いが いい。

図5　 チャブ台　埼玉県飯能市　 山川清次氏蔵　単位:mm　 記録:1988.3.23
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図6　 チャブ台　埼玉県飯能市　山川清次氏蔵

　　　単位:㎜ 記録:1988.3.23

図7　 二月堂形食卓　埼玉県飯能市建 具家具協同組合蔵 　単位:mm　 記録:1988.3.23

図8　 チ ャブ台　埼玉県飯能市 　山川清 次氏蔵　単位:mm　 記録:1988.3.23　 甲板　脚部 と

　　 　も:カ リソ　応接用ではな く,日 常使 っていた。
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車　 物質文化としての食卓

　天板厚40mm,直 径1mの 座卓型で脚を折 りたたむタイプ(天 板の裏側にあお りど

めをつける)の チャブ台を作ったことがある。

　注文を受けてやる仕事はボ リウム(全 体に板厚や材料をたっぷ り使 った雰囲気のあ

るもの)を つけることが必要。

　戦前から食事はチャブ台でしていた。膳(銘 々膳)は 板の間で使い,チ ャブ台は畳

の間で使うという区別があったのではないかと思 う。

3・1・3　 花村収氏談　静岡県家具工業組合相談役理事　 (株)花 村　聞き取 り:1988

　i採取図:(図9,図10,図11)

図9　 チ ャブ台　静岡市　土屋 晃一氏蔵　単位:mm　 記録:1988.4.5　 甲板　脚部,起 こ し

　 　　板:セン 　 大正6(1917)年 東京 で作 られた もの。現在 も使用 されている。家庭 では特 に

　 　　呼称はないが,「小 さい テーブル」 とい うことが ある。

図10　 チ ャプ台　静岡市　土屋晃一氏蔵　単位:mm　 記録:1988.4.5　 甲板:セン 　 ブナの起

　　 　 こし板　現在,子 供 の勉強す るときのサブテーブルとして使わ れている。
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　74才の花村氏は,昭 和10年 に家具関係の仕事を始めた。その頃から,主 力は鏡台だ

ったが,商 品名 「丸チ ャブ」も扱っていた。戦前は静岡でほとんどの店が,チ ャブ台

を扱っていた。

　甲板には北海道材のキ ワダ(キ ハダ)を 材料とし,丸 太を ミカン割 りにし,柾 取 り

したものを使 った。矧ぎの天板の場合,接 着は膠を使 った。天板を丸くするのはまず

8角 形に切 り落 とし,こ の後は南京鉋で削っていった。天板のサイズは直径3尺,2

尺5寸,2尺 という種類で,2尺 のものの板厚は3分(9mm)ぐ らいだった。3尺

ぐらいになると4分(12mm)厚 で,天 板には 「メスキ」(目 は じき)の 黒漆をかけ

ていた。天板の縁は 「かまぼこ面」(面 の断面の中央部がふ くらんだ仕上げ)に し,

朱漆を塗 り,脚 にも面を取 ってその面にも朱色を塗 った。天板の下 には厚さ4分

(12mm)の 権(か まち)が あ り,天 板 との接合は2分(6　 mm)の 「ツボ」(つぼぎ

り)で孔を開け,ダ ボを差込み,膠 で接着 した。脚はケリ足で4本 そろえて丸鉋で 「横

図11　 チ ャブ台　静岡市　土屋晃一氏蔵　単位:mm　 記録:1988.4.5
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車　 物質文化としての食卓

がす り」 し,「ハネムシ」(そ りがんな)で 仕上げる。脚をつなぐ板のことは幕板 とい

い,2分5厘(7.6mm)の 厚 さに仕上げた。セン7)の 板は 「焼き板」(図13)で 反 り

を止めていた。

　荷作 りの方法は,チ ャブ台の天板同士を合わせ,俵 のコモを4つ に切って,梱 包材

として使った。 コモを長 く切 り天板の周囲に巻 き付けて,縄 をかけて発送した。昭和

15年の静岡大火の時,駅 で発送しなけれぽならない荷物を焼いてしまった事がある。

　二月堂タイプのものはあまり見なかった。

　キワダ乾燥は 「(板厚)1分(3mm)10日,3分(9　 mm)ひ と月」といっていた。

天乾(天 然乾燥)の 板の間にはさむ桟には気を使った。

　通いの職人と弟子数人がいて,い つも食事の時には,廊 下に箱膳を置いて食べてい

た。家族は大きな 「膳」で食べていた。

　鏡台の素材はキワダの練 り下地にタモの1分 厚の突き板を張っていた。

　昭和17年 には木製飛行機の部品でスプルスの木管を作ったこともある。

3・1・4　 宇都木仁平氏談　東京都家具工業組合顧問　 (株)妻恋木工会長　聞き取 り:

　　　　 1988

　採取図:(図12)

　宇都木氏は昭和61年 に東京都優秀技能者の表彰を受けている。

　大正13年 尋常高等小学校を卒業後,宇 都木助次氏のところに弟子入 りして,8年 間

で技術の習得をした。徴兵検査まで徒弟で,お 礼奉公プラス半年の期間である。昭和

9年 に座卓製造業を始めた。唐木家具(紫 檀家具,カ リソ座卓)が 専門で,チ ャブ台

は多くは作らなかった。

　当時の唐木家具宇都木商店の店頭には唐木ばか りではなく,直 径1尺 ～3尺 のチャ

ブ台の三味胴のものも見られる。チャプ台を売っていたのは,昭 和59年頃までである。

　昭和10年,所 帯を持ったとき,5円 の座卓を作 った。セン の材料で作ったから 「セ

ンチャブ」と言っていた。安い家具で,1尺 ×1尺5寸 ぐらいのものはタバコのゴー

ルデソバ ットと同じ値段だった。大きなものでは3尺 ×6尺 の1枚 板のもあ り,豆 チ

ャブもあった。折 り畳みが多いが,そ うでないものもあった。四角の唐木の座卓でも

簡単な作 りのものはチャブ台と呼ぽれていた。今も持 っているものは昭和10年 に作っ

たものを締めなおしたものである。このチャブ台は高さが座卓 より低い。座卓は接客

用のものであり,日 常使 うものは高さが低いという特徴がある。現在の座卓は,高 さ

1尺2寸(36cm)～1尺3寸(39　 cm)に なっている。
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　 「センチャブ」は三河島で最も多く作られ,平 井や浅草の方でも作 られていた。

　戦前,機 械は手押 しかんな盤 と自動がんな盤はあった。戦後にベル トサンダーを使

い始めた。

　チャブ台は5台10台 をまとめて,自 分で全部作る。5台 単位で1日 に1台 はできな

かった。製材所で各部材を荒加工をしてきたものを仕上げていくのだが,1週 間に5

台のペースだった。天板は厚さ6～8分(18mm～24　 mm)く らいのもので,矧 ぎ合

わせはほとんどせずに,板 の幅に合わせて大きさを決定 していた。従 って,幅 の狭い

板は小さなチャプ台に使われる。

　天板の反 りは鉄の 「焼き板」で焼いてプレスする。つま り,ホ ットプレスと同じよ

うなや り方で平たくした。天板 と幕板の接着は膠。3分(9mm)直 径のダボを脚の

回転軸に使 っていた。脚を固定する板のことを 「起 こし」と言っていた。丸まってい

るのは猫足。反 った足は,蹴 り足 と言った。仕上げは木地上げ(瀬 しめ漆8)を 塗 り,

トノコを塗 り,拭 き漆で仕上げる)の ものが多かった。但 し裏側はニス塗 りだった。

図12　 平安大名膳　東京都　宇都木仁平氏蔵　単位:mm　 記録:1988.3,

　　　特計059077意 匠019352

8)瀬 湿漆:「 細 き枝及 び梢枝 は適当の長 さに伐採 して,十 数 日間水に浸潰 した る後掻 き取 り

たる もの」 【沢ロ　 1966:1281で,漆 の うちでは等級の低い もの。
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この 工程 は奥 さ んが 手伝 っ て いた 。

　 唐 木 の チ ャブ 台を こ しらえ て い る と こ ろは,終 戦 後300軒 く らい あ った の で は な い

か 。 全 体 を100軒 とす る とチ ャ ブ台 専 門 は5軒 ぐ らい だ った と思 う。 唐 木屋 で さえ,

今 は も う何 軒 もな い。 チ ャ ブ台 は震 災 の時 よ り,終 戦 後 の方 が 売 れ た。

　 2尺 ×1尺 ～1尺5寸,高 さ30cm以 下 の 三 味胴 の もの も作 って い た。 三 味 胴 の も

の は,折 り足 の 影響 で小 さ くと も1尺 に はな らな い。

　 昭和49年 に 社 屋 の落 成 式 の 時 に 記 念 品 と して配 った 「平 安 大 名 膳 」 は,長 野 県 で で

きた も ので,ト ラ ック1台 に200本 の注 文 で あ った 。W540　 D405　 Hl96の 小振 りの膳

で折 り足 式 の も ので あ る(図12)。

3・1・5海 野義廣氏(62才)談 静岡市伝統工芸技術秀士 ・指物師　聞 き取 り=

　　　　 1988

　採取図:(図13)

　13才で弟子入 りし,18才 の時,徴 用で名古屋の三菱に行った。正味4年 半の間,茶

ダンス,本 箱,机 など 「和茶」 と呼ばれる箱物を中心に作っていた。 ラッカー塗装は

刷毛塗 りで,磨 きにはパフを使い,鏡 面仕上げを していた。子供の頃使 っていたチ ャ

プ台は地元のものだったが,長 野の方か らずいぶん来ていたようだ。製品を一旦旅館

に預けて,2個 のセ ットではなかったかと思 うが,そ れを担いで,行 商 して歩いてい

た人の姿を記憶している。

　長野のものは,ち ょっとしゃれていた。客間に置いてもさしつかえないようなもの

で,四 角のものが多かった。これは座卓の形で折 り足ではなかった。折 り足式のもの

も通称 としては 「お膳」だった。

　静岡では会席膳は盛んに作っていたが座卓は少なかった。静岡のものは,最 大径3

尺までの小型のものが多かった。昭和30年頃まで作っていたのではないか。自分が最

後に作ったのは昭和25,6年 だった。厚さ2cmの ヒノキ板を4～5枚 矧ぎ合わせ鼻

切れの材料を脚材 として使い,脚 は 「テリアシ」(そ りあし)と か馬蹄形 とし,ラ ッ

カー仕上げだった。木地ができたら塗師屋に運んで塗 りをやってもらった。ラッカー

仕上げでも白ボケなど出ず,強 い塗 りになっていた。

　板厚40mmぐ らいまで 「焼き板」で反 りを直す ことができる。弟子入 りしたのが

昭和14年 だが,そ のころから 「焼き板」の技法はあった。焼き板を使わないや り方 と

して,直 火で加熱 し,プ レスするや り方 もあった。

　 1987年 に東京の人から 「ケヤキのムクで軽い」チャブ台の注文があったが,反 りの
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図13海 野義廣氏が使 う,昭 和のは じめ ごろか らある 「焼 き板」 は じめに反 った板 を,短 時間

　　　 (長い場 合で1分)段 階をおいて,プ レス してい く。 さらにそれを裏返 して,長 時 間プ

　　　 レスす る。

問題が恐 くて結局やらなかった。

3・1・6飯 田敏 弘 氏(53才)談 　合 資 会 社 飯 田 家具 店 　聞 き取 り:1988

　 飯 田家 具 店 は,現 在,婚 礼 家 具 ・和 洋 家 具 ・別 注 家 具 を 生産,販 売 して い る。

　 「丸飯 台」 は戦 後 に一 番 売 れ た 。 特 に 「飯 台」 が 売 れ るの は年 末 で,大 晦 日に は売

りつ く した も ので あ る。 敏 弘 氏 の母 親 が 年 末 の店 先 に,背 の 高 さ まで積 み 上 げ て い た

もの が総 て な くな って し ま う とい う売 れ 方 で あ った 。 店 頭 に 立 つ母 の前 掛 け の ポ ケ ッ

トは,そ の売 上 で一 杯 に な って いた もの だ 。

　 戦 前 に は私 の とこ ろで も飯 台 を製 作 して い た が,戦 後 は 職 人 に頼 み,地 方 都 市 の家

具 店 に 卸 も して いた 。

　 「丸 飯 台 」 は 昭 和20年 代 で は2尺 丸 一700円,2.5尺 丸一850円,3尺 丸 一980円,厚 天

板 の3.3尺 丸 一2800円 く らい で あ った 。た だ し甲板 の 中央 部 分 が く り抜 かれ た 「中 ヌキ」

に つ い ては100～150円 位 高 か った 。30年 代 半 ば で は2.5尺 丸 で3000円,3尺 丸 で3500

円 くらい だ った。 当時メラミン(デ コラ)が 使 われ る よ うに な り,ム クの板 に メ ラ ミ

ンを 張 り付 け た 「飯 台 」 が 登 場 し,そ の 価 格 は1800円 程 度 だ った。

　 昭 和20年 代 の 「飯 台 」 は ま さ し く汗 一 ス とい え る も のだ った が,30年 代 に 入 る と急

激 に減 少 した 。 そ の理 由は メ ラ ミン樹 脂 板 の 出現 で あ る。 美 し くて,取 扱 が 簡 単,熱
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に強い,と3拍 子揃った素材だった。

　 「飯台」の規格は2.5丸,3.0丸 がほとんどで,3.3丸 のものは値段が高いものだっ

た。高 さはだいたい8寸 ～9寸(25cm～27　 cm)ぐ らいだった。名古屋の場合は甲

板が円形のものが90%を 占めてお り,長 方形や 「三味胴」のものは売れなかった。脚

はずん胴のものが多かった。ばち脚は値段が取れるものに使用 した。

　丸い 「飯台」で中央部にカンテキを置 くための丸の中抜 き板のあるものは田舎の方

に売れた。なぜ田舎の方に売れたかというと,都 市ガスや卓上 コンロの普及と関係が

あるのではないか,都 市ガスが普及していたところには 「中抜き」のものは売れなか

った。中抜 き板の裏側には 「ツメ」を配していた。このツメについては,祖 父の 「ア

リツメカケ」とい う巧妙なものもあった。ア リツメカケを施す ものは摺 り漆塗のもの

だった。中抜きに 「アカ」(銅板)で 「こげぶち」(エ ッジ)を つけたものを作ったこ

とがあったが,こ れはよく売れ,ま た利幅もいいものだった。ただ,中 抜きの飯台は

飯台全体の生産量の10%く らいのものだった。

　折 り畳み式の飯台の欠点は脚が安定 しないことで,こ れを解決するため,栓 錠9)付

きの飯台を作 った ことがある。

　工程は10枚単位で進め,所 要時間は夜,昼 無しで1週 間ほどかかる。

1:自 然乾燥。

2:自 動がんなで板を削る。材料は甲板(天 板)に はセン,タ モ,地 ナラを使った。

3:天 板切 りをする。

4:カ ンテキで板反 りを取る。この段階で焦げ 目がつ くが,こ れがそのまま仕上がっ

　た天板の裏面に残 っていることがあった。

5:天 板の矧ぎ合わせ。平矧のや り方で接着剤は膠。小 さなもので6分 板の5枚 矧だ

　 った。

6:電 動 ミシン鋸で天板を丸める。

7:反 りを取 りながら天板削 り。天板の裏面は目違いがあるままだった。「天板」の木

　端に丸面をかんなでつけるのはいいもので,通 常 「丸飯台」にはわずかに丸面をつ

　 けていた。

8:ハ コツギ(幕 板に脚部やオコシギを取 り付ける)。脚の貫や木ダボ,「オコシギ」

　 にはブナを使用。パチ脚は反 りを一定にするため,ハ タガネで数本締め付けて横削

　 りをした。

9:幕 板 と天板を接合する。接合の方法は昔は天板の方から釘打ち付けをして釘の頭

9)引 き違い戸の施錠用に使われるネジ式の金具。
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　を木のダボで埋めていた。その後幕板側から穴を開け,木 ネジどめ+糊 付けにした。

　いいものは幕板の穴を木で埋めた。

10:塗装仕上げ。仕上げは 「ヶヤキ色」で,ト ノコどめの艶 ニス塗 りだった。ニスは

　その後ラッカーに代わった。

3・1・7大 谷正治氏(63才)談 　海南家具商工業協同組合理事長　聞き取 り:1988

　 大谷正治氏は,1980年 頃から若者向きの収納家具や,机 を生産 しているが,以 前に

はデ ッキ椅子やチャブ台を作 っていたとい う。大谷氏は祖父の代から家具を作 り始め

て3代 目で,祖 父が大阪の難波で職人として食卓を作 り始めたのがはじめだという。

祖父は5人 の子供とともに食卓作 りを始めた。大谷万吉商店の屋号で明治末には,大

谷氏の父親も食卓や荒物を作 っていた。

　 大谷万吉商店は一時(1931,2年 頃)は60人 ほどの人を抱えるメーカーになってい

た 。

　 大阪で大谷万吉商店 として第2次 大戦前までやっていたが,戦 争中,海 南に疎開 し,

戦後海南で3人 で,大 阪で作っていた食卓をやってみ ようということで今日に至って

いる。

　 戦 後 は200石(1石=30cm×30　 cm×180　 cm)を 単 位 と して 北 海 道 か ら木 材 を 入 手

して いた 。

　食卓はデコラの出現でな くなっていった。食卓の生産は昭和36年 頃まで続いていた

が,2.5(76cm)丸 で540円 から550円,3尺(91　 cm)丸 で2.5丸の1.5倍の値段だった

(690円)。3尺 丸の食卓は歩留まりが悪 く,比 較的高かった。

　その当時,ポ リ板が1000円/m2で,高 価であ り,し かも技術はいらない,従 って手

間賃が取れないとい う状態で苦 しかった。また天板(甲 板)が 反 ってしまって返品も

多かった。

　大谷氏も昭和33年 頃から36年頃までに夏にはデッキ椅子,冬 には食卓を作っていた。

又昭和30年 頃には食堂セ ットを作 り始めた。この頃ナラ材を使 って,布 張 りの,「 ノ

ミィス」を作 り,と きたま高山産のブナ材でもデッキ椅子を作っていた。

　食卓の甲板の矧ぎ合わせは直径2尺5寸 の場合で5,6枚 の矧 ぎであった。直径3

尺の場合は木質のよいもので矧ぎは少ない。板は2間 から3間 のものを使っていた。

　甲板が4分 板とすると,幕 板は5分 厚の2寸 幅の板を使った。

　脚は 「荒木」(荒 取 り)で1寸2分 角。従 って仕上げれば少 し寸法落ちす る。挽物

の丸い部分を持つ脚は昭和初期には脚専門の店があ り,反 り部分を持つ脚のものは戦
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後になってからだった と思 う。上手のものはこの脚に漆をかける。

　昭和の初期に四角が原型だ と思 うが,胴 張 りの食卓も作っていた。その規格は3尺

×2尺,2尺5寸 ×1尺7寸,2尺 ×1尺5寸,1尺8寸 ×1尺5寸,1尺5寸 ×1

尺5寸 だった。

　製造 工程はだいたい次の通 り。

1:板 を矧 ぐ前に火であぶ り,眺 めて反 りがあると押えて平らにする。

2:矧 ぎ面の加工は 「正直がんな」で行い,互 いに矧面を摺 り合わせてぴった りして

　いれぽ接着する。 この 「正直がんな」は台の長いかんなで,桶 作 りに使われるもの

　 とは違い,か んなを手に持って削るものである。センの甲板を接着するのはホルマ

　 リンと膠を使 う。矧ぎ面を摺 り合わせるだけで接着は終わ り,矧 合わせた板は片手

　でぶら下げて行けるようでなくてはならない。

3:矧 ぎ合わせの済んだ50枚 の甲板を積んで,石 でおもしをする。 この作業はいつも

　 4時 頃にや っていた。

4:翌 日,甲 板の削 り仕上げをするがその工程は,1)裏 面を荒削 りして,2)表 面

　 を荒削 りし,3)更 に平になるように 「横ず り」を して,4)中 しこ(中 仕上げが

　 んな)の 仕上げ(木 目方向に削ること)を2回 通 しする。5)最 後に仕上げがんな

　 で仕上げる。このかんなは刀を研 ぐ際に右側だけ少 し斜めに研ぎ,か んなの刃の段

　 が甲板面につかないように工夫 した。通常,か んなかけの時は右側から順に削って

　 行 くので,か んなの刃の右側を斜めに研 ぐのである。6)木 口に丸面をつけるため

　 に2号 丸のかんな(刃 が孤状になったかんな)で 摺る。7)次 に甲板の縁から1寸

　 入った ところに出丸のかんなで 「水切 り」 とい う半丸の溝をいれる。「水切 り」が

　 入るようになったのは昭和に入ってからだろう。

　　 この一連の作業をするときはほとんど裸で,甲 板を股にはさんで削るため,か ん

　 な屑が股のところに溜 り,股 の付け根のところがヒリヒリしたものである。そこで

　 後にはそこに布団を当てて作業をするようになった。1日 に55枚から60枚を削って

　 いた。

5:甲 板 と 「カマ」と呼ばれる枠を打ち付ける。枠はナラ材で 「ドウビキ」(胴付き鋸)

　 で接合箇所を,3枚 組つぎの形に切 り,接 合 し釘を2箇 所に打って,釘 の頭のとこ

　 ろに埋木をし,ハ タがねで締めてかんなで削る。「カマ」は1日 に100本 くらい作る

　 のが常であった。

　　 甲板と枠の止め方は関東と関西ではや り方が違 う。関東の場合は枠の内側から斜

　 めに天板を打ちつけるが,関 西では天板側から頭をつぶした釘でうちつける。また
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枠 と脚の軸棒にしても,関 東のはダボだが,関 西のは釘打ちである。東京のは値が

高 く高級品で,大 阪のは一般向きである。

6:折 り脚金具は祖父の頃からやっていた。戦時中,鉄 が統制を受けていたときには,

ブナの4分 板の 「オコシ」 という板を使ったことがある。

7:塗 りは,丸 い食卓が登場する前は甲板 と枠の部分と,脚 や貫の部分とに分けて行

　う。センはクロムサン(重 クロム酸カリ)を たいて,こ れで染めていた。赤 っぽい

焦げ茶色になるが,こ れに 「胴摺 り」「蝋摺 り」(タ ワシで擦る)を して光沢を出し

た。蝋摺 りとは四角の固形の蝋をクロムサン で着色 した上に擦 り付け,そ の後 シュ

　ロの硬い部分を堅 く束ねた長さ29cmく らいの 「タワシ」で磨きあげる。クロムサ

　ソ+蝋 でコクソ代わ りにもな り,釘 の頭を下げた部分の充填材となっていた。脚も

　この方法で染めていた。昭和になって漆を塗るようになった。昭和のはじめには甲

板の丸い食卓を作るようになった。このころの高級なものの塗 りは漆と臼で砕いた

　松煙を練 り合わせて黒漆としていた。

8:塗 りが終わったそれぞれの部分は組み立てて,仕 上が りとなる。それをハ トロン

　紙に包んで,何 脚かを1つ の単位にして,薦 で包み,ち ょうど米俵のように して船

　積み していた。直径90cmの 俵の薦で,3尺丸のものは4枚,2.5丸 のものは6～8

　枚 くくりで,「 カマテ」に桟俵を当てて出していた。相撲の三役の土俵入 りのレッ

　テルを張って出した商品がある。大阪から東京へ も出荷 していた。

3・1・8　 山口純氏(66才)談 　高松市の家具組合の元事務局長　聞き取 り:1988

　香川県では松の彫 りぬ き盆,長 手盆がよく作られ,会 席膳もよく売れていた。最近

では盆や膳は トチ,ケ ヤキになっている。高松のものは茶,花 など座敷に置 くものが

多 く,「チャブ台」のように台所用品ではない。

　大正初期までは箱膳を使 う家がほとんどで,屋 島の村でも座卓は5本 か10本 くらい

しかなかったのではないだろうか。だいたいお屋敷の座卓でお茶を出すことは一般的

になかった。台所は板の間でむしろを敷いていた。山口氏自身昭和の初めまで,箱 膳,

板の間,ラ ソプの生活だった。学校に行 き始めてから 「飯台」の形になった・「食堂

セット」になったのは10年 も経たない。

　香川の座卓は大阪に行っていた職人が帰ってきてつ くり始めたものではないか。

「サ クラ机」とい うものがあった。矧ぎ板にニス塗 りのものだった。

　 角 の 座 卓 は 「三 五 長 」(3.5尺 ×2.5尺,106cm×76　 cm)が6畳 用 。 「四尺 」(4尺 ×

3尺,121　 cm×91　 cm),(4尺 ×2.5尺,玉21　 cm×76　 cm)が8畳 用 。 「五 尺 」(5尺 ×
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3尺,152cm×91　 cm),「 六 尺 」(6尺 ×3尺,182　 cm×91　 cm)が10畳 用 だ った 。

　初 期 の座 卓 は 天(甲 板)が 竹 の 網 代 で あ った。 山 ロ氏所 蔵 の もの は,竹 網 代 の もの

で,「 天 」 は藍 胎 漆 器 と同 じよ うに な っ て い る。 サ イ ズ は665mm角,4隅 は 隅 丸 に

な って い る。 高 さは235mm。

　 竹 網 代 の後 は6mm～9　 mmの ベ ニヤ に な った。 戦 前 の ベ ニヤ は か ん なが か け られ

た が,戦 後 は次 第 に 薄 くな った。 高 松 の 丸 い テ ー ブ ルは 終 戦 後 か ら,30年 頃 まで 急速

に 生 産 量 が伸 び,最 盛 期 は 全 国 の80～90%の シ ェア を 占め て い た 。5脚 を ホ ゾで継 ぐ

形 式 は 大正 年 間 か 昭 和 の 初 め ごろか らで は な い か。 椎 や 脚 は マ ツ材 で あ った 。5本 の

椎 の 継 ぎ手 の とこ ろに 脚 が位 置 す る よ うに な った構 造 で あ る。 今 は 外材 で,ジ ョン コ

ソや ア ピ トンで あ る。

　 昭 和10年,10軒 ぐらい の 家 を単 位 と して 隣 組 が で き て,近 隣 の 人 た ちが 客 に 来 る よ

うに な った。 この ため に各 家 で座 卓 を買 うよ うに な った の では な い か。

　 昭 和20年,丸 の座 卓 の生 産 量 が100と す る と,角 のは5～10ぐ らい の 比 率 で あ り,

昭 和37～38年 ぐ らい で逆 転 した の では な いか 。40年 には 角 が100に 対 して 丸 が5～10

とい う よ うに 完全 に逆 転 した 。

　 技 術 的 に は漆 塗 りか ら カ シ ュ ー,ポ リエ ス テル,ポ リウ レタ ソな どの 洋塗 装 へ移 行

す る時 期 で あ り,ま た バ ネ ライ ト,デ コ ラ,ヒ ッタ ー ライ トな ど の メ ラ ミン樹 脂板 が

普 及 す る時 期 と平 行 して い る とい うこ とが で き る。30年 頃か ら家 電 メ ー カ ーに よ って

ヒー タ ーつ きの 座 卓,つ ま り電 気 ごた つ が 出回 る よ うに な り,更 に静 岡 や 大 川 あ た り

か ら冬 は こた つ,夏 は座 卓 式 の 「ホ ー ム ごた つ 」 が で て くる よ うに な り,今 日で は,

こたつ の上 に 載 せ る板,「 こた つ盆 」 ま で家 電 メ ー カー の製 品 に な って しま った 。

　 「3.2丸」 と よば れ た 丸 座 卓 は漆 の 時 代 と共 に 消 え た もの だ 。 高 級 品 の座 卓 は,山

水 画 を キ ソ マ10)で 描 いた ものが 多 く,赤 や グ リー ソが使 わ れ た 。 戦 前 か ら木 地,下

地,彫 刻,塗 師 屋 さん の 分業 だ った 。 そ れ ぞれ の工 程 が 終 った もの を大 八 車 に20本 ず

つ乗 せ て移 動 させ て い た。

　 朱 色 を基 調 とす る高 松 の 座 卓は 関 東 関 西 に は よ く売 れ た が,北 九 州 では ま った く売

れ な か った。 特 に 朱 の 盆 は 売 れず 木 地 が 見 え て い る仕 上 げ の もの が売 れ た 。3尺2寸

丸,3.5丸4尺 丸 の サ イ ズ が あ っ たが,主 力 は3.2丸 だ った 。 そ の 売 り方 は店 舗 で は

な く,簾 や蚊 帳 や 薬 な ど と同 じで,例 えば 小 倉,若 松 とい うよ うに駅 留 め に して,行

商 して 歩 く方 法 だ った 。

　 こ う した テ ーブ ル専 門 の と ころ は20～30軒 くらい だ った が,戦 後 は材 木 商 や 仏 壇 を

や って い た とこ ろ が,皆 座 卓 を作 る よ うに な り,最 盛 期 に は100軒 ぐらい に な った 。
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当時,10万 ぐらいの人 口の高松に1万 人ほどの漆器関係の従業員がいた。

　漆を売る人が5人 いたが,精 製をしていたのはおそらく1軒 か2軒 で,京 都,大 阪,

福井,名 古屋の漆屋が作 り手の好む漆を知 っていて,調 合 して売 っていた。

　香川県は漆にたいして総 じて深い認識はなかったような気がする。

　終戦後漆は値段が上がっていない。3.2丸 は漆塗の時代で終えんした。安い,弱 い,

押売的な売 り方などが原因であった。「ゾソセボリ」「ゾソセジ」などの用語が示す と

お り錆下地の簡略法が特徴だった。蠣ガラの胡粉と膠を混ぜたもので,こ の胡粉下地

に水を浸すと簡単に彫ることができる。これを 「ゾンセー」10・11)のや り方 という。

　そ して角テーブルに変わった。

3・1・9　 森 　 徳 一 氏 談 　高 松 市(株)森 嘉 吉 商店 会 長 　 聞 き取 り:1987

　 6年 前 に92才 で な くな った 徳 一 氏 の 父 親 も塗 師 屋 で,徳 一 氏 が 小 学 校 の1,2年 の

頃,地 元 の家 具屋 さん に頼 まれ て,座 卓 を作 って いた 。 父 親 の嘉 吉 氏 は,高 松 漆 器 に

弟子 入 りし,仏 壇 屋 の修 業 を し,仏 壇 の 修理 を した り,第1次 大戦 の後 の世 界 的 不 況

の 時 に は,電 車 の塗 り替 え や塗 り下 駄 もや って い た。

　 座 卓 は 昭和2年 か ら仕事 が 多 くな って きた 。 以前 は座 卓 の木 地 は 土 地 の指 物 師 に頼

ん だ り,建 具屋 に頼 ん で い た が,父 親 の 友 人 が 大 阪 で唐 木 を修 行 し,昭 和2,3年 に

高 松 に 帰 って きた。 それ か ら,木 地 は この 人 が や って い た。

　 3.5尺 ×2.5尺 の天(甲 板)で 額 縁(枠 組 み)1寸,天 板 は3分 の1枚 板 を落 と し込

ん で,約2寸 の幕 板 を有 す る もの だ った。材 料 は ケヤ キ,ト チ,サ ク ラな どで あ った 。

これ らの 材 料 は 鳥取 か ら取 り寄 せ て い た。

　 仕 上 げ は 拭 き漆 で,1日 に1～2本 作 り,高 松 市 内 の 家 具 屋 さ ん に買 って も ら って

い た。

　 丸 い天 の座 卓 は 昭 和8年 か ら爆 発 的 に 売 れ,更 に10年 の 隣 組 に よ って又 売 れ る よ う

に な った。

　 天 に じか に 脚 を つ け る型 や 「ケ リ脚 」 な ど昭和10年 頃 以 降,型 は 多 様 に な って き

た 。

　 飯 台(チ ャ ブ台)は 当時2尺 か ら2.5尺 の もの が多 く,「 胴 張 り」 で も小 さか った 。

「ぜ い た くは敵 だ」 と言 って い た 時代 に,直 径3.5尺 の 高 松 物 が 高 くて も売 れ た とい う

10),ll)キ ンマ ・ゾンセイ　 竹を編 んだ素地 に漆下地 を施 し,数 回漆を塗 り,こ れに模様 を線

　 刻 して種 々の彩漆を塗 り込 み,研 ぎ出 して仕上げ る塗 り物 で,寛 政年 間(1789-1801)タ イ国　

産 のキ ンマ,中 国産の ゾンセイ漆器 の技法を讃岐 で製作 し始 めた もの。1952年 無形文化財 の

　 指定 を受けた。 【沢1コ　 1966:106-107】
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のは,家 族数が多いのに対応できたからではないかと思う。その当時の塗料は漆に,

ラッカー,速 乾 ニス位だった。戦時中は脚は固定だった。ホゾで差 し込むようになっ

たのは戦後のことではないか。天は6mmの ベニヤを使い,縁 の部分は 「カマ」と言

った。

　現在はないが,讃 岐の折れ脚,高 松式の食卓は戦時中14,5年 頃から都会向けに出

るようになった。都会だけとい うのは農家の場合,部 屋が広いから必要なかったので

をまブよし・カ、o

　初期につ くっていた座卓は後には 「並型」 と呼ぼれるようになる。

　讃岐古来の座卓には,香 台から変わっていったものがある。昭和初期には直径3尺

くらいになっていた。3尺 というのは天の部分での直径で統制時代に寸法を決められ

た。 しかし 「肩丸」になっているので全体としては3尺2寸 の大 きさになる。 このサ

イズが後に,一 般的なものとなる。4.5尺 や5尺 の物は昭和30年 頃新潟と秋田の家具

屋さんが買っていた。

　香川県では 「食堂セット」12)を10年ぐらい前からつ くりだした。

3・1・10　 松岡宇六氏(69才)談 　福岡県大川市(株)松 岡漆工　聞き取 り=1987,

　　　　　1990

　採取図:(図14)

　戦前は ドイツ,そ して中国の総領事館に5年 間勤めた。家は天草だった。戦前,実

家が天草で家具の製造,販 売をやっていた関係もあ り,戦 後引き上げてきてから,大

川で家具製作を始めた。

　昭和25年 からテーブルを作 り始めて今 日に至る。

　戦前,大 阪では50軒 ぐらいチャブ台をつ くっていたのに,戦 後どうしてなくなって

しまったのか,漆 の精製販売をやっていた大阪の人から聞いたことがある。その理由

は50社 もあって,数 を作 り,激 しい価格競争をやった結果だった。材料屋は安い材料

を仕入れ,漆 も安 く粗悪化 していったせいだ。市場が安物で飽き飽きしていた ところ

へ,海 南では新 しい食卓を作った。海南では新製品ができ,大 阪はそ うした変化に対

応する余力をすでに失っていた。大阪のものはツブ(セ ンに似た木)で,渋 下地から

膠下地になった。これは1回 できれいに仕上げることができるが,耐 水性は著 しく劣

る。目はじきの黒漆仕上げだった。

　それに比べて海南のものは,木 地の見える塗装で新鮮だった。構造は鋼バネで,日

12)食 堂セットは住宅用の食堂用テーブルと椅子のセットのことをいう。
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田の伊東さんもこれに似たものを作っていた。ともか く,25年 当時大阪のものは,九

州に出回っていなかった。そして,海 南もつぶれ,伊 東 さんも作 らなくなった。

　九州でも折 り畳み式の,炭 住用の飯台を30軒 くらいで作っていたのではないか。私

も当初29年 頃,現 在の旧工場で,杉 を使って3尺 以上の飯台を作ったが,炭 住に良く

売れた。中央に孔の開いたものも32年 まで作った。

　しなの良いものは,甲 板がシオジかクリで,こ の場合は木 目を出す塗装で,ス ギの

場合は隠ぺい塗装であった。甲板の矧ぎは 「摺 り合わせ」で幕板の正方形に対 して矧

ぎ合わせの方法が45。 になるように取 り付けた。脚を30cmに したから,全 体の高さ

は1尺1寸 だった。金属製の脚になってから作らな くなった。

　自分は引き揚げてきて,は じめて家具を作 り始めたのだから,工 場といっても間借

図14　 食卓　 (株)松 岡漆工製 　1987年 開発　単位:mm　 記録:1990.2　 甲板:ポ リウレタ ン塗

　　　装仕上げ。 中央に美味求真の文字がパ ターン化 され て描かれている。
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りの小 さな工 場 だ った 。 最初 に作 った の は 小 さな折 り畳 み 式 の 小判 型 飯 台 「豆 飯 台」

(図15)だ った が,段 々種 類 を 増 や して い った 。 「豆 飯 台 」 は1尺1寸 ×1尺5寸,高

さ6寸 か8寸 の小 判 型 で,漆 の溜 塗 りで,同 じ様 な形 の 「豆 飯 台 」 が 昭和25年 当 時 で

70円 だ った の に,2倍 の140円 で よ く売れ た 。 こ の後,210円 の もの を作 り,品 種 を増

や した 。 「豆 飯 台」 は30年 代 も,好 まれ た デ ザ イ ソで あ った 。 この 発 想 は 現在 で は簡

略 化 した60cm×45　 cm×27　 cmの もの に な って い る。

　 20年 代,飯 台 を九 州 で 一番 盛 ん に作 って い た の は 日田 の伊 東 さん で,当 時30人 か ら

50人 働 い て い て,機 械 化 し,工 場 の形 態 を 整 え て い た。 見 学 に 行 き,自 分 の と ころ は

場 所 も狭 く,こ れ と同 じこ とを や って も勝 ち 目は な い と思 った 。 で き る限 り合 理 的 に

単 純 に や って い こ う と思 った。 当 時,大 川 で は 専 ら,ホ ル マ リ ソと膠 で 甲板 を イ モ 矧

ぎ して い た の に,伊 東 さん の と こ ろに は 自動 サ ネ矧 ぎ機13)が あ り,技 術 的 に 進 ん で

い た。 そ こで 私 は ベ ニ ヤを5-6枚(15mm～18mm)プ レス で締 め,表 面 は ツキ 板

図15豆 飯台　大分県別府市　鬼塚英昭 氏蔵 　単位:mm　 記録:1990.1.22　 甲板 には朱が塗

　　　 られているが,そ の下には,黒 い層が見え,も とは黒塗 りだ った ことが分かる。

13)サ ネ矧 ぎは 「核矧 ぎまたは実矧 ぎ」 の こと。一 方の板 の木端面の中央部 に突起を,他 方 に

　溝を作 って矧 ぎ合わせ る方法 で,こ れを機械化 したもの。
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を張 り,木 口処 理 は きれ いに 漆 を塗 る こ とに した 。

　 昭和29年 の 不 況 対策 で ノ ッ ク ・ダ ウ ン,フ ォー ル デ ィソ グの コー ヒー テ ー ブル を 米

国 向 け に生 産 し始 め た。 竹 と漆 を テ ーマ に し,米 国 の デパ ー トか ら見 本 と して1品 種

だ け で100個 の 注 文 が あ った 。34,5年,年 間24万 個 の 注文 が あ り,応 じ きれ ず に 断

わ った。

　 ノ ック ・ダ ウ ソや フ ォール デ ィ ングは 輸送 上 の要 求 で あ った が,こ の た め の ア イ デ

ィアが,後 の飯 台 に も転 用 され る こ と とな る。

　 昭 和30年,折 り畳 み の 方 法 を3ヶ 月 位 考 え,鋼 棒 の折 り畳 み 脚(図16)を 考 案 した 。

製 作 は,大 川 の鉄 工 製 作 メー カー に頼 ん だ が,そ れ を製 品 化 す るの に半 年 位 か か った 。

これ につ いて 四 国 の方 か ら,実 用新 案 権 侵 害 だ と い うク レー ムが つ い た よ うだ が,鉄

工 製 作 メー カー に 対 して,「 無 視 してお い て よ い。 何 か あれ ば 自分 が ど こへ で も で て

反 論す る」 と言 って い た が,別 に そ の後 何 もなか った 。 これ は デパ ー トで ヒ ッ トし,

従 来価 格 の3倍 の値 段 で売 れ た。

　 昭和46年,全 日本 優 良家 具 展 に脚 の な い座 卓 を 出品 して,大 変 な評 価 を 受 け た。

　 後 で,小 池 新 二 さん に 「い ま,ヨ ー ロ ッパ で は暮 しの 中で靴 を脱 こ う とい う動 きが

あ り,そ うい う点 では わ れ われ が先 輩 だ 」 と誉 め て くれ た こ とが あ る。

　 フ ォール デ ィ ン グの方 法 に つ い て,木 材 の 起 こ し板 を使 った り,金 属 を使 った り,

蝶 ネ ジ式 に した り改 良 を重 ね て きた。

　 戦 前,大 川 の黒 ワニ ス の チ ャ ブ台は 甲板 を 合 わ せ て2台,縄 で く く って運 ん で来 て

い た。 そ の た め に塗 料 が くっつ い て,と て も ま と もな製 品 では なか った。
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　天草ではほとんどそうだったと思うが,丸 い固定脚の 「丸飯台」(3尺)を 使って

いた。部屋の壁の隅に2本 の丸棒が渡してあり,こ れに脚 と甲板を逆さにして上げ,

収納 していた。「丸飯台」の2/3位 が2本 の棒に乗った格好で,引 き出す時には,少

し引き出せぽす ぐ傾 き,こ れを受けながら引き出すようになっていた。このように,

部屋の隅に立てかける収納法ではなかった。

　大川では戦前,飯 台を作る,い わゆる産地の形成はなかったのではないか。

　現在,長 崎では,朱 の丸いテーブルがよく売れる。関東,関 西では黒の角の三味胴

が売れる。

　塗料は漆からアミノ系,ア ミン,尿 素系の塗料へ移った。大阪の塗料販売をや って

いる人が29,30年 頃にこういう塗料が研究されているといって,カ シューを紹介 して

くれた。木桶に入ったカシューを取 り寄せ,自 分で調合 して塗 り,そ の人に見せたら,

「これ くらい立派に塗れるのなら」 というので急に売 り出された。それからポ リエス

テル,ポ リウレタソに移っていった。現在でもたまには漆を塗ることもあるが,漆 を

塗る職人がいな くなって,ほ とんどカシューとウレタンである。

　静岡から九州へいろいろな家具が送られてきていたが,静岡からのものは高級品で,

「下 り物」と呼ぼれた。松岡氏が作ったものは大川産にしては出来が良くて,販 売店

で 「下 り物」で売ったことがある。

3・2　 セ ンチ ャブの もつ意 味

　 チ ャブ台 とい う用語 そ の もの に つ い て は,さ ま ざ まな 角 度か ら検 討 され て きた。 小

泉和 子,石 毛 直 道,村 本 孝 博 ・平 井 聖 らの論 考 がす でに あ る。

　 1)卓 祇 の 中 国音cho-fuが な ま って チ ャ ブ台 に な った とい う説 。2)茶 飯cha-fan

に 由来 す る とい う説 。3)米 国語 に と り入 れ られ た変 形 中国 料理 で あ るchap-suiに 起

源す る とい う説 。4)英 語chop,浜 言 葉 「ち ゃぶ ち ゃぶ」 「チ ャブ屋 」 とい う音 か ら。

5)「 食 べ 食 べ 」 か らな どの説 が 紹 介 され て い るが,そ の 呼称 の起 源 が 横 浜 か らだ った

の か,長 崎 か らだ った のか は っ き りして い なか った 【小泉 　 1979:319H石 毛 　 1984:

33-35】1村 本 ・平井 　 1984:94-1041。

　 明治24(1891)年 の後 藤 友 六 ・中 山芳 三 の 特許 第1188号 の折 脚 卓子 が あ る こ とか ら,

明 治20年 頃 を 折 り畳 み式 の丸 い 甲板 の チ ャブ 台 の起 源 とみ て差 し支 え な い だ ろ う。 そ

して,こ の 出願 人 は 東京 市 在 住 で あ る こ とか ら,そ の発 想 の基 盤 は 近 辺 に あ った とみ

るべ きだ ろ う。

　 さ らに,前 述 の チ ャブ 台 を作 った こ との あ る人,ま た は現 在 も作 って い る人 た ち の
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証言の中から,そ の呼称に一つの傾向が読み取れるのである。前述の他広島県の例を

含めて,埼 玉,東 京,静 岡,愛 知,和 歌山(大 阪),広 島,香 川,福 岡,大 分の例の

比較をしてみると,埼 玉,東 京,静 岡では商品としての名称は 「マルチャプ」「セン

チャブ」などであったが,愛 知,和 歌山(大 阪),広 島,香 川,福 岡,大 分の場合は

チャブ台とは呼ばず,「食卓」もしくは 「飯台」 と呼んでいた。前述の福岡県大川市

の松岡氏の例では,チ ャブ台という言葉が使用されているが,こ れは筆者が使ったこ

とばにあわせたもので,「豆飯台」というように,飯 台と呼ばれていたのである。

　特に愛知県名古屋市の飯田氏の話では東京方面からの注文の場合,先 方の 「チャブ

台」という呼び名に合わせたことはあるが,名 古屋では 「飯台」と呼んでいたという。

また和歌山(大 阪)の 大谷氏は 「食卓」と称 していた し,香 川県,広 島県の場合も同

様である。福岡県大川市の松岡氏,大 分県日田市の伊東氏の場合は 「飯台」と呼んで

いた。つまり関東一円ではセンの木でできたチャブ台を 「センチャブ」,丸 い甲板の

チャブ台を 「マルチャブ」 というように,チ ャブ台とい う呼称が生産者の言葉として

定着 していた。事例は多 くないが,少 なくとも名古屋より西南の地方では 「チャブ台」

とい う呼称は生産者用語 としては使われていなかったと見るべ きであろう。

　折 り畳み式のチャブ台そのものは全国的に需要の広が りを見せたが,チ ャブ台とい

う言葉は限定された地域でしか用いられていなかった。名古屋以西の一般的な生産者

用語ではなかった。

　 この分布から横浜のチャブ屋(西 洋小料理屋)で 使われていた食卓が原型とな り,

言葉 としてのチャブ台は関東一円に留まり,実 体としてのチャブ台が全国的に受け入

れ られたのではないか とも考えられ,ま たは,「 チャプチャブ」が 「たべたべ」の意

味 として使われる地域の限定があったためとも考えられる。折 り畳み式の共卓である

チャブ台は,す でに明治20年 代に,部 分的には使われていた銘々膳に代わる共卓,つ

ま り一閑張 りの卓子や,長 方形の簡単な卓子[車 　1989:165】 をも母体としながら,

欧米の近代的イメージのもとに考案されたものだとい うことができよう。ちなみに明

治34(1901)年 に発行されたr和 洋家具雛形』【泉　1901:19】を見ると,シ ッボク台の

図が掲載され,2尺8寸 ×2尺(85・cm×61　 cm)で 高さ1尺(30　 cm)と なっている。

当時の共卓の形態を示 した1例 であ り,著 者は大阪の人である。シッボク台という名

称は大阪では 「テーブル台」などとともに,用 いられていた用語であったことは分か

るが,折 り畳み式のチャブ台は紹介されてはいない。

　前述のように,マ ルチャブという用語があるということは,一 方でカクチャブとい

える形態の製品が同時期にあったことを示 している(図6,図17)。 また,チ ャブ台

224



車　 物質文化 としての食卓

が 重 要 の伸 び を 見 せ 始 め る 頃,こ れ に押 され 衰 退 して い く食 卓 の1つ と して,前 述 の

一 閑張 りの卓 子 が あ る 【農商 務 省 山林 局 　 1912:325】
。 名 古 屋 を 中心 に作 られ,甲 板 は

正 方形,長 方 形 の2種 が あ り,正 方 形 の甲 板 の も、の が食 卓 と して 使用 され た 。 サ イ ズ

は2尺5寸(76cm)角 よ り1尺4寸(42　 cm)角 まで1寸5分(4.5　 cm)ず つ 違 う8

種 類 の もの であ った 。 高 さは約1尺 。 スギ,サ ワ ラ,ヒ ノ キ な どで で きた もの で,甲

板 表 面 に は和 紙,も し くは 新 聞紙 を張 り重 ね,渋 下 地 に漆 塗 りで あ った。 各 種 の 銘 々

膳 の特 大型 版 といえ よ う。 一 閑 張 りとい う手 法 は,軽 量 で あ る こ とに特 徴 が あ る もの

で,チ ャブ台 と同 じ発 想 が 潜 ん で い る。

　 ところ で,セ ンチ ャブの セ ンは どの よ うな経 緯 で チ ャ ブ台 に使 用 され る よ うに な っ

た のだ ろ うか 。

　 銘 々膳 の場 合,こ れ に 使 用 され る木 材 は,針 葉 樹 材 が 主 で,建 築 材 の供 給 ライ ン上

に あ った の で あ る。 明治 中 期 まで,ナ ラ,ク リ,シ イ,タ モ,セ ン,そ して ブ ナ等 の

広 葉 樹 材 は薪 炭 用 以 外 に は 有 用 木 材 と してほ とん ど省 み られ なか った。 明治30(1897)

年 以 降 の 洋 風 建 築 と洋 風 家 具 の 需 要 の 中 でセン 材 も,多 く供 給 さ れ る こ とに な っ

た14も

　 セ ンは 洋風 家 具 用 材 と して み た と き,例 えぽ 洋 風 家 具 の 甲板 部 分 に使 われ る樹 種 と

して最 も上 質 の もの は ナ ラや ケ ヤキ,カ エ デ等 で あ り,シ オ ジ,セン,ク リな どは 下

等 品 と され て い た 【農 商 務 省 山 林 局 　 1912:327】 。 この 中 で ケ ヤキ は 洋家 具 用 材 と して

と して は好 まれ ず,次 第 に 使 わ れ な くな る。 ナ ラが 洋 家 具 と して好 まれ た主 要 な樹 種

で あ った 。 また,チ ャブ台 と して も 「敷 物 ニ ハせ ん ヲ用 ヒ,中 等 物 ニハ や ち だ も,し

お じ ヲ用 ヒ,上 等 物 ニ ハ け や き,極 上 物 ニ ハ 紫 檀 花 梨 ヲ用 フ 」 【農 商 務 省 山 林 局

1912:324】 とあ る よ うに,等 級 と して は 同 じよ うな位 置 づ け で あ った 。 つ ま り,セン

は 洋風 家 具 を 作 るた め に用 い られ は じめ,し か も,そ の 等 級 と して は低 い位 置 づけ で

あ った 。センチ ャ ブ とは チ ャブ台 の 中 で も安 い,し か も大 量 に 出 回 って い た商 品 とい

うことに な る。 洋家 具 を作 るた め に 使 われ は じめ たセン は,洋 家具 イ メ ー ジの チ ャブ

台 に も使 わ れ た が,そ の仕 上 げ 方 に よ って ケ ヤ キ に近 い色 合 い とな り,和 洋折 衷 の イ

メー ジを 醸 し出 す もの とな り,や が て 近代 的 和 風 イ メ ー ジ と して定 着 して い った とい

うこ とが で き よ う。

14)明 治30(1897)年 以降,「 建築物やその内装,そ して家具調度品等が洋風化 して くると行 き

　あた る問題が広葉樹 の利用,特 に従来,い わ ゆ る雑木 としてわが国で は薪炭用以外には捨 て

　て顧みなか った未利用広葉樹材 の有 効利 用である。具体的に言 えば,ナ ラ,ク リ,シ イ,タ

　モ,セ ン,そ して ブナ等の樹種 である。」[成 田　 1976b:18】。
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3・3　 チ ャブ台製作の技術

　チャブ台製作技術の概要は,r木 材の工芸的利用』には 「せんヲ使用スルモノハ甲

板ハ普通七分二枚又ハ八分二枚ノモノヲ用ヒ脚バー寸二分角長一尺ノモノヲ用フ。組

立ハ網テ錐モ ミヲナシ金釘 ヲ用 ヒ木埋メヲナシ押糊ハセズ仕上ゲバせんニア リテハ重

格魯護酸加里及阿仙薬 ヲモ ッテ色附ケヲ施 コシ蝋仕上ゲヲナス。けやきニア リテハ色

附ケヲナサズ直チニ漆仕上 トナス。大キサハニ尺五寸ヨリ尺三寸角マデノ数種ア リ。

二尺以下ノモノハ寸落チ トナル」1農商務省山林局　 :324]とある。これで76cm～40

cm角 の広 さで,21～24　 mm厚 の板を2枚 矧 ぎ合わせて,高 さは30　cmく らいのもの

だということが分かる。甲板は丸い形ではな く角形である。接合部は接着剤は用いず,

「くぎ打付けつぎ」で,仕 上げは重 クロム酸 カリを媒染剤 とし,阿 仙薬15)で褐色か紅

ひわだ色に色付けをした後,ロ ウを塗 り込んで拭き上げる。 ケヤキは漆仕上げである

が,セン の場合,着 色しなけれぽならないのは,材 の色が淡緑白色であまり美しくな

いということによるもので,ケ ヤキの拭き漆による色と同じ様な効果を出すための簡

易な方法であった。

3・3・1　 甲板 の反 り矯 正 と乾 燥

　 チ ャブ台 の 甲板 乾 燥 につ い て は,次 の よ うな証 言 が あ る。

　 1)キ ・・ダ乾 燥 は 「(板厚)1分10日,3分 ひ と月 」 とい って いた 。天 乾(天 然 乾 燥)

　　 の板 の間 に は さむ桟 に は気 を使 った(花 村)。

　 2)板 を 矧 ぐ前 に 火 であ ぶ り,眺 めて 反 りが あ る と押 さ え て平 らに す る(大 谷)。

　 3)カ ソテ キ で板 反 りを 取 る。 この段 階 で焦 げ 目が つ くが,こ れ が そ の ま ま仕 上 が

　　 った天 板 の裏 面 に残 って い る こ とが あ った(飯 田)。

　 4)セン の 木 は 「焼 き板 」 で反 りを止 め て い た(花 村)。

　 5)天 板 の反 りは 鉄 の焼 き板 で焼 い て プ レスす る。 つ ま り,ホ ッ トプ レス と同 じ様

　　 な や り方 で平 た く した(宇 都 木)。

　 6)板 厚40mmぐ らい まで 「焼 き板 」 で反 りを 直す こ とが で きる。 昭 和14年 ころ か

　　 ら 「焼 き板 」 の技 法 は あ った。 焼 き板 を使 わ な いや り方 と して,直 火 で加 熱 し,

　　 プ レスす るや り方 もあ った(海 野)。

15)阿 仙薬:catechu植 物染料のひ とつ。一名カ ッチ ともいい,精 製 した ものが阿仙薬。インド

　地方に産す るアカシア ・ミモザ ・アレカ ・ウソカ リヤ諸属 の樹 の削 り屑 ・枝葉,ま たは果 実

　を煮だ し乾固 した もの。色素成 分はカテキ ンと称す る白色結晶状の もの と,カ テキ ュータ ソ

　 ニ ン酸 よ りなる。[板 倉他　 1977:28・245】。
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　以上のように,天 然乾燥の後に,や り方に多少の違いはあるが,い ずれも加熱をし

て,板 の反 りを直すとい う技法があったことが分かる。加熱 して反 りを取 り,併 せて

乾燥の効果も不十分ながら期待できたわけである。チャブ台作 りでは,積 極的な人工

乾燥の方法は採られなかったといえよう。ただチャブ台生産を続けたところでは甲板

を合板にし,乾 燥技術が特に必要がない素材に移行 している。

3・3・2　 各部材の加工,組 立

　チャブ台製造の細かな様子は大谷氏の話にみるように,ほ とんどが手加工によるも

のだったことが分かる。大量に,し かも安 く作 られる大阪の例でそ うである。花村氏

の話では,甲 板は北海道材 「キワダ」16)を材料とし,丸 太を 「ミカソ割 り」に し,柾

取 りしたものを使い甲板の矧ぎ面には膠を使い,矧 ぎ合わせた甲板は8角 形に切 り落

とし,こ の後は南京鉋で削るとあるように,こ れ も手仕事である。チャブ台生産が次

第に盛んになっていく過程では少 しばか りの機械化はあったが,そ れは基本的な加工

機械に限られていた。そして,チ ャブ台生産が衰微 していく頃になっては じめて,家

具生産が手工具をほとんど必要としない形に整えられてい くのである。

　加工や組立で,特 に関東の作 り方と,関 西の作 り方 との比較でみると,大 阪では,

甲板 と 「カマ」(幕 板)の 接合が釘を打ちつけた後は特に何も処理をするということ

はない。関東の例では,「 クリコ」で穴を開け,木 ネジで接合 した後,丸 い穴を木で

埋めるとい う処理がなされる。関東で釘を使用する例があるが,そ れでも 「さかめ釘」

という特殊な加工が施されたものである。

　また,折 り畳みの脚の回転軸は,6　mm,9mmの ダボを使 う関東の例に対 して,大

谷氏の話では釘となっている。大川では静岡産の家具を一般的に 「下 り物」と称 して,

質の高いものとして売られていたことか ら,技 術的には関東の優位が読み取れ る。

3・3・3　 チ ャブ 台 の折 り畳 み 機 構

　 チ ャブ台 の 時 代 は,そ の ま ま発 明,工 夫,改 良 の 競 争 時代 で あ った 。需 要 の大 きか

った チ ャ ブ台 は,当 然 他 の 商 品 との差 別 化 を 図 るた め,何 か を しな け れ ば な らなか っ

た。 そ れ が,折 り畳 み 機構 の 競争 で あ った 。 もち ろ ん,甲 板 材 の 乾 燥 や ,接 合 部 の精

度 とか 塗 装 仕上 げ の よ うな技 術 的 な問 題 点 もあ った だ ろ う。 しか し,そ れ は簡 単 な 構

造 ゆ えに 大 した差 とは な らな い。 仕 上 げ は,当 然 使 用 す る樹種 が 大 きな ウエ イ トを 占

め る。 紫檀 や カ リンな どの唐 木 とセンチ ャブ とで は 競争 に な らな い 。拭 き漆 の ケ ヤ キ

16)キ ハ ダ,(黄肌)chinese　corktreeの こと。
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のチャブ台と競 っても同じである。 とすると,時 代の風潮とも相侯 って,折 り畳み機

構の改善へと向かう。チャブ台の折脚の工夫が次々と重ねられていくのである。

　明治45(1912)年 の実用新案特許第23737・23829の 「長山式折脚食台」をみてみよ

う。実際に売 り始めたのは大正になってからだろう。その名 も 「大正毫」となってお

り,甲 板裏面にはラベルがあ り能書が読み取れる17も堅牢で円滑軽便,高 尚優美とし

ているが,要 は,新 しい折 り畳み機構が,な るほどと思わせるセールスポイ ントにな

っているのである。甲板の厚さは10mm程 度で,枠 の幅65　mm,厚 さ20　mm。 甲板

は2尺5寸 ×1尺7寸,高 さは9寸2分 である(図17)。

　大正10(1921)年 実用新案55243折 脚食卓 「山野臺」では(図18)と 同様な鋼バネと

鋼棒を使 った折脚金具が特徴 となっている18も

　大正,昭 和にかけて,生 活用品に関する多くの実用新案が登録 される。この時期は

どの分野をとってみても,特 許ばや りで,チ ャブ台についても同様である。ちなみに

昭和9(1934)年 から14(1939)年 までの 『日本木材工芸』15冊 を見 ると33件の食卓につ

いての実用新案がある。そして折 り畳みは食卓に限らず,椅 子や机,寝 台か らたんす

にいたるまで考えられている。 もっとも,実 際に販売され,ど の程度受け入れられた

のかは定かではない。 しかし,確 実に言えることは,家 具に関す る折 り畳み志向とい

うのは,必 須条件かと思えるほどである。李御寧は 日本文化を評 して,「縮み志向」

といったが,こ とチャブ台を見る限 り,「折 り畳み志向」 といえるような実用新案熱

があった。

　 このような多彩な折 り畳み機構に比べ,「 おこし」とか 「羽子板」とか 「パタパタ」

17)大 正壷　製 造発売元　長山商会大 日本大阪　実用新案特許第23737,23829

　大阪重要物産共進会 を始め各博覧会 にて受賞の栄を得。

　他の台 よ り優 れたる点

　材料の選択に意 を用 いたれば,狂 いの生ず ること更にな く,破 損を生ずることもな し。

　極めて堅牢な ること

使用法 は巽商会 の最 も得意 とす るところなれぽ,従 来あ る扱われた る台 のごとき立 て畳に繁

雑な る手数及 び力を要せず

　至極 円滑軽便な り

　構造 の面 白き 「ていさい」の優美高尚なる誠 に大正 式進歩せ し高等折 り足食卓な り

使用法

　両方足 を持 て同時 に立 て中心 の丸を矢 の方向え 「カチ」 と音のす る迄廻せぽ よ し又畳 む丸を

　逆に一寸廻 し両方 の足を同時に畳 めば よ し

　必ず立て畳は両方 の足を持ち同時に上 げ下げせ らるべ し

　注意:初 めは少 しく 「力」 を要すれ ども暫 くすれぽ実に理想的円滑軽便に取 り扱 うこ とを得

　最 も進歩せ し最 も完全な る理想的折 り足食卓神戸調 理新 聞を始め諸新 聞雑誌 にて賞賛を博す

　非常な る好評を博 しつつあ る食卓
18)山野臺 の能書には 「山野墓は多 く製作の経験に よ り,発 明 した るもっとも軽便 なる鋼 バネ

　の折脚金具 を応用 し,簡 易に しあれぽ…如 何程永遠に使用す るも足の ユル ミクル イ等 の愁 い

　な く…」 とあ る。大分県　神尾家所蔵 のチ ャブ台 よ り。
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図17折 り畳み食卓　福岡県宗像市 岡 田家蔵　単 位:mm　 記録:1989.3.13　 甲板:セン 　大

　 　　阪,長 山商会 の大正初期の製 品

図18　 鋼 棒 ・鋼バ ネを用 いたす きや き台(銅 製 火床付 き)　四条畷歴史民俗 資料館蔵　単位:

　 　　mm　 記録:1987.8.19

などと呼ぽれる木の板を使 ったものは,チ ャブ台の原型を感 じさせる。特に 「センチ

ャブ」でも起こし板の部分はブナで作られる場合が多い。粘 りと柔軟さのあるブナが

適切に使われているといえる。 しか し,大 谷氏の話では 「戦時中,鉄 が統制を食らっ
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ていたときにrお こし』とい う板を使 ったことがある」とい う。このことは,大 阪で

作られていた食卓は,例 えぽ,鋼 棒 と鋼バネの機構の折 り畳み式食卓のようなものが

主流であったと理解 しなけれぽならない。

　 ところで,で きあがったチャブ台はほとんど,米 俵の菰を使用 していたことが分か

る。鉄道や船舶による輸送,更 には トラックによって,チ ャプ台は各地へ脚をのばす

こととなる。 したがって,折 り畳み式というのは,狭 あいな住居で,㌔いまだ食寝分離

の原則が実現しない食寝重層の居住空間で,時 間の経過 と共に空間の機能を変化させ

るために必要不可欠の条件であることはもちろんだが,そ れ と共に,輸 送上の条件で

もあった。高松塗の食卓,つ ま り座卓タイプでは,戦 後,脚 を取 りはずすタイプのも

のが多 くなる。 これはチャブ台とい う簡素なものではなく,「漆塗 り」の格の高い食

卓であった。この場合も,市 場が拡大し,そ のため輸送上の条件から,脚 着脱式の形

態が生み出されたとい うことができる。

3・4　 チャブ台の形態 と規格

　さきにr木 材の工芸的利用』の記述では,甲 板は76cm～100　 cm角 の正方形で,

板厚21～24mm,高 さは30　cmく らいのものだという。それ以下のものもあったこと

も窺える。しか し丸形については記 されていない。しかし,こ れまでみてきたように

いくつかの甲板の形がある。チャブ台の甲板の形状は円形(含 む:円 形中抜き),長

方形,正 方形,三 味胴形,楕 円形(小 判形)の5種 類に分けていいだろ う。

　昭和18(1943)年 の工芸ニュースには第2回 国民生活用品展覧会の特集が組 まれ,

これは住宅をはじめとする生活用品の戦時標準規格型をね らったものだった。その中

に鏡台,箪 笥,茶 箪笥,食 器だな,流 し台,七 輪台,下 駄箱,食 器,弁 当箱,火 鉢な

どと共に 「食卓子」があげられている。幾種類もあるチャブ台の寸法を規格化しよう

というわけである。

　 「丸型で8種,角 形で11種,高 さの変化が6種 もあ り,傷 み易く,そ の僻手間のか

かった従来の食卓子を3種 の寸法で6種 の規格型に統一する。用途は一般家庭の食卓

用兼応接卓,い つれも折畳式,材 料は甲板をセン材,脚 部は雑木,構 造は廻縁を厚 く

して堅牢にし,小 型及び丸中型は高さを9寸5分 に保持する為脚を左右交互に組み合

せて折畳める様にした。塗装は甲板は摺漆仕上,脚 部は着色ラック仕上 とした。性能

としては,丸 型に於いては大は6-7人,中 は5人,小 は4人,角 型に於いては大は

6人,中 及び小は4人 の家族の食器を配置 し使用し得る。寸法は左のとお り」1中山

1943:31】 として,表1の 標準寸法を挙げている。それまであったさまざまなサイズ
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が 一応 妥 当 な理 由 で整 理 され て い る と考 え られ る。

　 聞 き取 りで分 か っ た そ れ ぞ れ の生 産 者 の 持 っ て い た規 格 を 挙 げ る と次 の 通 りで あ

る。 山 川 氏,飯 田 氏 は 直 径3尺,2尺5寸,2尺 の ものが 基 本 とな って お り,r工 芸

ニ ュー ス』 の 戦 時標 準 規 格 型 の流 れ を 受 け継 ぐ形 であ る
。 た だ高 さ でみ る と,国 民 生

活 用 品 展 覧 会 規 格表 で は9寸5分(27.7cm)に 統 一 され て い る。 しか し,山 川 氏 の

場 合8寸5分(25.8cm),飯 田氏 は8寸 ～9寸(符cm～27　 cm)で,少 し低 め で あ る。

表2の 例 で は,高 さ は 甲板 の 広 さ と連 動 して い る。45cmの 直 径 の場 合 は 高 さが

19.3・cm～19.6　cmで,直 径76　 cmの もの の高 さは27　cmと な って い る。更 に直 径106

表1　 国民生活用品展覧会規格
単位:寸()内cm

丸　型

角　型

大

029.0(88)

29.0×24.0

(88×73)

中

024.0(73)

24.0×19.0

(73×58)

小

019.0(58)

19.0×19.0

(58×58)

高 さはいつれ も9寸5分(28.8cm),甲 板厚み5分 一6分(15-18cm)

　 　　　表2　 大谷氏が生産 した 「食卓」の規格(甲 板 円形の場合)

　 　　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　　 　　 　　 　　 　　 　 単位:寸()内cm

甲板径

15(45.5)

18(54.5)

20(60.6)

25(75.8)

30(90.9)

35(106.1)

脚

6(18.0)

6(18.0)

6(18.0)

8.5(25.8)

95(74.0)

9.5(74.0)

甲板厚

0.4,0.5(12,15)

0.4,0.5(12,15)

0.5(15)

0.5(15)

0.5(15)

0.6(18)

総高

6.4,6.5(19.4,19.7)

6.4,65(19.4,19.7)

6.5(19.7)

9.0(27.3)

10.0(30.3)

11.0(100.0)

昭 和 初 期 の胴 張 り食 卓 の 甲板 規 格 　単 位:寸()内cm

　 30×20(90.9x60.6)　 　 25×17(75。8×51.5)　 　20×15(60.6×45.5)　 　 18×15(545×45.5)

　 15×15(45.5×45.5)

表3　 松 岡氏 の 「食卓 」サイズ

単 位:cm

1

2

3

4

5

6

甲板形状

円　形

三味胴

長方形

長方形

長方形

円　形

甲板サ イズ

　 060.5

60.0×60.0

60.0×45.O

l20.0×75.0

60.0×45.O

　 o90.0

高 さ

26.2

24.0

27.1

34.0

22.5

22.5

発表年(昭 和)

61

60

59

50

60

59
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cmで は,高 さ33　cmで あ る。 表3は 現 在作 られ て い る高 級 感 の あ る チ ャブ台 で,こ

の 中 に あ る34cmの 高 さ の長 方 形 の 甲板 の製 品 は 「座 卓 」 と呼 ん だ方 が 良 い よ うな も

の で あ る。 そ の ほ か は総 て20cm台 で あ る。 チ ャブ 台は,こ の 高 さが 特 徴 と な って い

るの で は な いか と考 え られ る。 甲板 の 広 さ に よ って,そ の高 さは変 化 し,し か も,

20cm台 の 後 半 に集 中す る。 高 さ30　cmを 越 え な い で,そ の 高 さは 甲板 面 積 との 間 に

図D飯 台 国立民族学博物鯖 単位:㎜ 記録:1989.2

　　　甲板:ケ ヤキ,桓:環 孔材 ・比重高 ・硬

使用地:岐 阜県　標本番号:34251

甲板の反張を防 ぐ吸いつ き桟は

わずかな傾斜があ り、横か ら

たたき込むことによって密着

す るようにできている。

図20　 お膳　東大阪市御厨　植 田家蔵　単位:mm　 記録:1989.2
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形態 としての連動性がある。つまり,甲 板面積が小さくなれば全体の高さも低 くなる

という傾向がある。それは硬木でできた,固 定脚の場合についても言える(図19,図

図21折 り畳み飯台 十津川歴史民俗資料 館蔵 単位:1nm記 録1988.8.29

図22す きやき用テ ーブル 国立民族博物館蔵 単位:㎜ 記録:1989.2標 本番号:Hl29061

　　　使用地:大 阪府河 内長野市長野 町
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20)。

　折 り畳み式の脚部の形態は,当 然自由度は限られるが,欧 米風挽物脚,竹 節様挽物

脚(図21),角 脚,そ れに程度の違いはいろいろあるが反 り脚がある。特に反 り脚の

チャブ台を見ると,当 初西欧的なイメージを付与されたはずのチャブ台も伝統的な日

本的形態に回帰 したように見えて来る。

　大谷氏の話に,甲 板の縁の部分に 「水切 り」のついたチャブ台がでて くる。「水切

り」とはいうものの,こ れは明らかに縁 どりとしての装飾的効果を出すものである。

銘々膳ではさまざまなタイプの中で共通する点は,縁 の部分が立ち上がっていること

である。チャブ台ではこうした縁どりが消失する。しかし,少 し高級感を出そ うとす

るとき,こ の 「水切 り」のような細工が加えられる。1つ の食卓はひとそろえの食べ

物の領域を表現する傾向を持つものとして,銘 々膳における縁の意識に共通する処理

のように感じられる。

　 「すきやき台」(図18),「 すきやき用テーブル」(図22)は チャブ台文化のイデオロ

ギーとしての本質を最大限に表現 したものであろう。すきやきという新 しい料理 と,

火 と鍋を囲むという親密な人間関係が最もよく表現されたものである。鍋を中心にす

る例 として丸炭飯台(図1,図2,図3)な ども含めて考えられる。

　 こうした,主 流となるチャブ台に加えて,「豆チャブ」「豆飯台」について少 し検討

しておかなくてはならない。松岡氏が戦後作 り始めたのが 「豆飯台」であった。 これ

と同様な小判形のチャブ台を今も竹細工の作業台として使 う鬼塚氏の話では,子 ども

用の食卓 として使い続けたものだという(図15)。 折 り畳み式のチャブ台ではあるが,

この場合,明 らかに単独で使 う個卓である。それが,通 常の大きなチ ャブ台と並んで

使われていた とい う事実もある。 しか し,植 田家の透刻の幕板のある小卓(467

mm×431mm×240　 mm)は,昭 和初期には親子3人 の食卓であったという(図23)。

つまり,3人 分の食器を並べても,こ の程度の広さの食卓で済ますことができたとい

うことである。食卓の甲板面積とい う点でい うと,「丸炭飯台」 よりも小さな,そ し

て単純な形態の飯台(写 真1)を 見ると,こ れ とて,わ ずかな食器が載れぽ,一 杯に

なってしまうものである。 このように日常の食生活はわずかな食器だけで成 り立 って

いたとい うことが分かる。

　 個卓,銘 々膳 としてのチャブ台も確かに使われてきたし,個 卓とおぼしきものでも,

実は共卓として使われていた場合があることが確認できる。

　 中心的な形態 と規格サイズは認められるが,他 方,さ まざまな注文に答えて作られ

ためであろう。かな りのバ リエーションがあったことが窺える。それにレても注目し
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図23　 飯台　東大阪市御厨 　植田家蔵　単位:mm　 記録:1989.2　 甲板:環 孔材　 この飯台で

　 　　親子3人 の食事 がなされ ていた。

写真1　 飯台　東大阪市御厨 　植 田家蔵　単位:mm　 記録:1989.2　 甲板:環 孔材　 この飯台

　　　 　で親子3人 の食事がな されていた。
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ておきたいことは,甲 板面積が小 さけれぽ高さも低 くなるとい うように,高 さと甲板

面積との間に,連 動する性格があるということと,高 さは30cmを 越えないものがチ

ャブ台の特徴 ということで,1尺(30.3cm)を 越えると 「座卓」 と呼ぶにふさわし

いものにな り,チ ャブ台ではなくなるという点である。

3・5　 主 流 チ ャブ台 の性格

　チャブ台といってもシタソやカリソを使った固定 された脚のものも含まれるが,や

は り主流は折 り畳み式の脚を持つ安価なチャブ台であった。この主流のチャブ台は誕

生の頃から決定づけられた性格があった。それは,家 具の仲間に入 り損なった家具で

はなかったかということである。

　 r木材の工芸的利用』でもこの種の食卓は,桶,た らい,箱 類,勝 手道具,竹 製品

などの,消 耗品としての性格の強い製品群 と位置づけは同じであった 【農商務省山林

局　1912:315-325】。聞き取 りの中で,チ ャブ台が台所用品だ という話も出てきた。

　宇都木氏が宇都木商店 として,唐 木の製造販売を始めた頃の写真によると,店 の外

に丸チャブが客寄せ商品として並べられている。唐木家具と共に陳列されているのは,

比較的良いものである。丸炭飯台は荒物店でも取b扱 われていた。確かに近代的な家

庭生活のイメージはある。 しかし,主 流のチャブ台は,便 利で,低 廉安価でな くては

ならなかった。そして,も のとしてグルーピソグするならば食器に近い位置にあると

いってよいようだ。銘 々膳がチャブ台に変わ ったとしても,か つて箱膳が膳棚に置か

れていたというような事情が,影 を落としていたのではないだろうか。チャブ台は頻

繁に食空間に出入 りを繰 り返す。その点,箱 膳と似た動 きをす る。高級な食卓はそれ

自体が空間を演出するが,チ ャブ台は可動性がきわめて良いため,と りあえず食空間

をつ くるに過ぎなかったのではないか。チャブ台が台所の諸 々のものとともに動 くも

のであるために,応 接台,座 卓などやたんすや茶だんすなどとは異なる意識で迎えら

れたとみるべきだろ う。

　 また,主 流のチャブ台は季節商品としての性格を持つとい うことも,特 徴の1つ で

あろう。主に冬,特 に年末に売れる商品であった。このことは,飯 田氏の話に出てく

る。夏には,洗 濯板を生産していたとい う大谷氏,伊 東氏の例もある。

　 チャブ台は唐木のずっしり重い食卓や,塗 りの立派な応接台と違い,き わめて日常

的な食事空間に登場,退 場を繰 り返すものであり,ひ とりで簡単に持ち運びができ,

一般的に消耗性の強い性格を持たされたものだった。国民家具として定着 しえなかっ

たのは,れ っきとした耐久消費財 としての家具 というには,手 軽に過ぎたとい うこと
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が1つ の 要 因 で あ った。

3・6　 チャブ台の終えん　結びにかえて

　チャブ台は明治末期から都市の市民層を中心にしながら昭和30年代 まで使い続けら

れた日本国民の忘れ難い,折 り畳み機構を持つものを中心 とする,床 坐で使用する食

卓である。

　聞き取 りでは,主 として,チ ャブ台作 りの後期の様子が語られている。チャブ台,

食卓,飯 台という言葉の中で,生 産者用語 としての偏 りが確認できた。

　特に生産量が大きかったセンのチャブ台は,セン とい う素材そのものがナラやブナ

などと同様,洋 風家具を生産するために使われは じめたものである。甲板は長方形,

正方形,円 形,円 形(中 抜き),楕 円形,三 味胴形などがある。

　そして,そ れをつくる技術と形態は,当 初考えていたより幅広いものであった。

　 また,チ ャブ台生産は大部分は手加工であった。板の反 りを矯正する方法は加熱を

主とするが,静 岡の海野氏が現在も使っている 「焼き板」は,そ の効果を確かなもの

にする方法である。

　伊東氏にとってのチャブ台の終わ りは,「エンゼル テーブル」であった。 これに使

われた鋼棒の折 り畳み脚(図16)は,大 川の松岡氏 も使い,高 松の森氏も使った。広

島のマルニ木工も,こ の実用新案の折 り畳み脚のことでは,裁 判に訴えたことがある

という。森氏の話の中に,チ ャブ台を トラックに満載 してスーパーに卸 したとい う話

があるが,便 利な折 り畳み機構の行 き着いた先は,苛 烈な価格競争であった。

　又,素 材の面でみるとメラミン樹脂板の登場は,そ れまで,木 材でチャブ台をつ く

ってきたメーカーにとっては大 きな出来事であった。メラミン樹脂板の登場によって,

かつての甲板のように,板 の反 りを取 り,矧 ぎあわせ,か んなで削るという職人技は

一切必要ではなくなったのである。新 しい工業素材の登場 とその適用の中で,価 格は

上がらず,一 方では,国 を挙げての食堂セットへの移行期を迎えていたのである。

　社会的には,食 堂セットを受け入れる素地が着々と作 られてい く中で,木 工を基本

としていたメーカーにとって意識されたのは,お そらくプラスチ ックと鋼材でできた

低廉なチャプ台からの脱却と,新 規製品の開発であっただろう。大谷氏や伊東氏は昭

和30年 代,日 本住宅公団によって次々に建設される新 しい,文 化的生活の香 り高い鉄

筋コソクリー トのアパー トのベランダに,あ るいは1戸 建ての住宅の縁側に置かれる

「デッキ椅子」(デ ッキチェア)を 作 り始めたのである。このチャブ台からデッキチェ

アへという連続性は,2つ の点で興味深い。折 り畳みができるという共通項を持つも
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のであることと,い ずれも 「近代的」あるいは,「文化的」という,そ の時代の中で,

新 しい生活のイメージを提供するものであることで,し かも,そ れはあま り長持ちの

しない仮のもので,耐 久消費財というには,ど こかはかなさがつきまとう商品だとい

うことである。

　台所仕事の平坐位から立位へ,食 事空間における床坐か ら椅子坐への転換,座 卓や

チャブ台から食堂セットへの移行は大正期から繰 り返 し主張されてきたが,そ の実,

チャブ台は昭和30年代まで命脈を保ち,更 に,食 空間が椅子とテーブルの食堂セット

へと移行しきった昭和50年 代でもなお,床 坐の生活を支えるチャブ台様式は消え去っ

たわけではない。

　現在,松 岡氏が作っている折 り畳み式のちゃぶ台は,ア メリカではアウ トドアの食

卓 としていいのではないかと評判になっているという。確かにそ うした使い方もでき

ようが,あ らたに現代の日本の住生活の中で適応 しうる余地もあ りそうに考えられる。

特に(図14)の 食卓のように,現 在も生産され,使 われている仕上げの美 しいチャブ

台は,そ の折 り畳み機構 も簡素なものにな り,か つての質素なチャブ台とは趣をこと

にしている。

　床坐の生活は,椅 子坐の生活が一般化 した中でも,ま だ根強く支持 されている。 し

かもこうした傾向に加えて,多 くの指摘を待つまでもなく,食 事の個人化が進行 して

いる現代である。このような食生活,住 生活を考えるとき,チ ャブ台が新たな食空間

を演出し得る家具として,そ の機能を変えつつも,存 続 しうるのではないかと考えら

れる。
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